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第３学年 理科学習指導案

令和 年 月 日（ ）校時14：00～
（ 〇○小）学校 ３年 ○組 ３５名
指導者 ○印

年間指導計画 （３）学年（ ）月計画 P（ ）

１ 単元の概要

単元・教材名等 太陽と地面の様子

内容のまとまり 第３学年Ｂ（２）「太陽と地面の様子」

日なたと日陰の様子に着目して，それらを比較しながら，太陽の位置と地面の様子を調べる活動を通
して，それらについての理解を図り，観察，実験などに関する技能を身に付けるとともに，主に差異点
や共通点を基に，問題を見いだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する。

２ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

①日陰は太陽の光を遮るとでき， ①太陽と地面の様子について，差 ①太陽と地面の様子についての事
日陰の位置は太陽の位置の変化 異点や共通点を基に，問題を見 物・現象に進んで関わり，他者
によって変わることを理解して いだし，表現するなどして問題 と関わりながら問題解決しよう
いる。 解決している。 としている。

②地面は太陽によって暖められ， ②太陽と地面の様子について，観 ②太陽と地面の様子について学ん
日なたと日陰では地面の暖かさ 察，実験などを行い，得られた だことを学習や生活に生かそう
や湿り気に違いがあることを理 結果を基に考察し，表現するな としている。
解している。 どして問題解決している。

③太陽と地面の様子について，器
具や機器などを正しく扱いなが
ら調べ，それらの過程や得られ
た結果を分かりやすく記録して
いる。文末「(理解・記録)している」 文末「～している」 文末「～(しようと)している」

３ 単元について
（１）児童（生徒）観

（２）教材観

（３）指導観

レディネステストの結果などから、今までの学習で身に付いている資質や能力、不十分な点について記述する。

・単元で身に付けさせたい力に対する実態把握について記述する。

・どこでどのようなつまずき（課題）があるかを分析し、指導観に記載する手立てと連動する。

単元目標と関連させ、本単元の学習課題を明確にして記述する。

・学習指導要領との関連を示す。

・単元（題材）の学習内容と、そのねらいを記述する。

・適切な単元の構成内容であることを記述する。

ねらい達成に向けて、どこで、どのような手立てをするのか、指導のポイントを記述する。

・（１）（２）の記述を踏まえ、子どもの不十分な点を補う手立てを具体的に記述する。

・目標に照らしてその実現状況を観点ごとにどのように評価するのかを記述する。

R２年度 那覇市様式

学習指導要領に示す各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容 ２内容」
の項目等をそのまとまりごとに細分化したしたり整理したりしたもの。

(1)「知識･技能」(2)「思考・判断・表現」(3)「学びに向かう力、人間性等」に
分けて記載してもよい。

板書計画も含めてA4 ４ページで作成して下さい。

４ 単元の指導計画（全11時間） 《形》形成的評価 《総》総括的評価

単元 時 主 な 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 評価規準と評価方法

〇影ふみをするために，影につ 〇班ごとに撮影した写真を比較 【思・判・表】①《形》記述分析
１ いて知っているこを出し合う。 し，各自が問題を見いだす。 ・差異点や共通点を基に，問題を見
〇影についてもっと詳しく知る いだすことができているか確認す
ために，屋外に出て，影の写真 る。
を撮る。

〇複数の物を比較しながら調 〇各自が見いだした問題を基に，【知・技】③《形》記述分析
２ べ，影の形や長さ，向きなどを 学級共通の問題を設定する。 ・椅子やカラーコーンなどを用いて，
記録する。 太陽の位置と影との関係を調べ，影の

形や長さ，向きなどを分かりやすく記
録しているか確認する。

３ 〇どのようにしたら影ふみがう 〇影ふみを午前と午後の２回行 【思・判・表】①《総》記述分析
まくできるのか い，体験したこと ・影ふみについての差異点や共通点を
について話し合う。 を基に，自分なりの問題を見い 基に，問題を見いだし，表現している

だす。 かを記録する。

〇方位磁針や遮光板を正しく扱 【知・技】③《総》行動観察･記録分析
４ いながら，影の動きを観察し， ・時間ごとの影の動きについて，方位
記録する。 磁針などを正しく扱いながら調べ，結

果を分かりやすく記録しているかを記
録する。

５ 〇調べたことを基に考察し，学 【知・技】①《形》記録分析
本 級で結論を導き出す。 ・日陰の位置は太陽の位置の変化に
時 よって変わることを理解しているか

を確認する。

〇影ふみの振り返りを行う。 〇屋外に出て，日なたと日陰の 【主体的態度】①《総》
６ 〇安全地帯（建物によってでき 違いを体感する。 行動観察・発言分析
る日陰）に入ったときのことに ・太陽と地面の様子についての事物
ついて感じたことを発表する。 ･現象に進んで関わり，他者と関わ

りながら，問題解決しようとしてい
るかを記録する。

７ ○体感した明るさ，暖かさ，涼 〇体感した日なた日陰の違いを 【思・判・表】①《総》記録分析
しさ，湿り具合などについて話 基に，各自が問題を見いだす。 ・日なたと日陰の地面の様子につい
し合う。 て，差異点や共通点を基に，問題を見

いだし，表現しているかを記録する。

〇午前10 時と正午の２回に分 【知・技】③《総》
８ けて地面の温度を計測し，結果 行動観察・記録分析
を分かりやすく記録する。 ・太陽と地面の様子について，放射

温度計などを正しく扱いながら調
べ，結果を分かりやすく記録してい
るかを記録する。

〇観察の結果から日なたと日陰 【思・判・表】②《形》記録分析

の地面の暖かさについて考察 ・太陽と地面の様子について，観察，
９ し，日なたと日陰の違いについ 実験などから得られた結果を基に考
てまとめる。 察し，表現するなどして問題解決し

ているかを確認する。

〇これまでに学習したことを基 〇時間とともに，影はどのように 【知・技】②③《総》記録分析

に，「かげふみブック」を作成 動くのか，日なたと日陰にはどの ・日なたと日陰では地面の暖かさや湿
10 する。 ような違いがあったのかなど，学 り気に違いがあることや日陰は太陽の

習したことをまとめ，影ふみのコ 光を遮るとでき，日陰の位置は太陽の
ツを考える。 位置の変化によって変わることを，こ

れまでの学習とつなげて理解している
かを記録する。

〇作成した「かげふみブック」 〇「かげふみブック」を見直す。 【主体的態度】②《総》

を参考に，再度，影ふみをする。 行動観察・記録分析

11 ・太陽と地面の様子について学んだ
ことを学習や生活に生かそうとして
いるかを記録する。

各時の学習内容とみ
とる観点を記載する。
【知・技】
【思・判・表】
【主体的態度】

教科によって
表し方が違いま
す。指導計画作
成の際には、確
認の上、記載す
る。

児童生徒の課題を踏まえ、言語活動を通して、指導事

項を指導することを明確にした単元づくりをする。

単元の評価基準と対応して
いることがわかるように番号を
ふるとよい。
例 【知・技③】

《形成的評価》
文末「確認する。」
《総括的評価》
文末「記録する。」

板書計画も含めてA4 ４ページで作成して下さい。



５ 本時の学習指導について

（１）本時の目標
・１つか２つにしぼっているか。

・単元目標と合致しているか。

（２）授業仮説
「○○○において、 ○○○すれば、 ○○○になるであろう。」

場・内容の限定 投入条件 身に付けさせたい力（資質・能力）

方法・手だて ねらい・めざす子ども

（３）本時の展開（第５時）

学 習 活 動
指導上の留意点

評価項目(方法)
○教師の手立て □予想される児童（生徒）の反応

１ ○下記の項目を参考にして適宜記載しましょう。
導

入

(
)

分
めあて

２

○下記の項目を参考にして適宜記載しましょう。
【知・技】

《形》
展 ３ 〈概ね満足〉

（１） ・日陰の位置は太陽
開 の位置の変化によっ

て変わることを理解
している

(

〈十分満足〉

) ・日陰の位置は、太
分 陽の位置の変化よっ

て変わることを観察
した事実と関係づけ
て、理解している。

（２） 記録分析
（ノート記述等）

〔支援を要する児童生徒への手立て〕
・どの観点でど
のような方法
で評価するの
か記述しまし

（３） ょう。

４
ま まとめ

と ○下記の項目を参考にして適宜記載しましょう。

め ５

(
)

分

本時の授業のどこで、どのような指導の在り方や

方法を提案しようとしているのか、学習指導要領

を踏まえて簡潔にまとめる。

具体的な学習活動につ
いて、児童生徒の立場
から記述する。

・本時の目標を確認し、児童生徒に学習の見通しを
もたせるような、「めあて」を児童生徒向けの言葉
で提示する。

・児童生徒の学習意欲を促すような資料、問題提示の
工夫する。

「授業仮説」につながる

学習活動は分かりやすく

表記する。（例：太字ゴ

シック体等）

単元の評価規準
を具体化し,
本時において
１～２観点を
評価する。

・予想される児童生徒の反応と、それに対応した教師
の手立てを順序立てて記述する。

・自分の考えを書く活動を取り入れる。

・ペアやグループ、全体でかかわり合い、学び合う活
動を取り入れる。

・支援を要する児童生徒のつまずきとそれに対応した
教師の手立てを書く。

・「めあて」と正対した「まとめ」について記述す
る。今日の授業で「何を学んだか」を明確に
する。児童生徒の言葉を生かしてまとめる。

・本時の学習で分かったことやできるようになった
こと、次の課題などについて、児童生徒に振り
返らせる。

どの観点で
どのような方法
で評価するのか
を記載する。

教材研究や授業展開に沿ってマイノートを活用し、検討する。

板書計画も含めてA4 ４ページで作成して下さい。

（４）板書計画（写真も可・項目だけでなく、実際に板書することを書く・ICT機器の活用について）

例）植物の体のはたらき(第６学年)

板書計画も含めてA4 ４ページで作成して下さい。


